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ハインリッヒイベントのCO2変動に対する鉄循環の寄与

Iron fertilization and atmospheric CO2 change during Heinrich event:

a model study
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　ハインリッヒイベント では大気CO2濃度が10-20ppm上昇していることがアイスコアデータから報告されて

いる(Ahn and Brook, 2008など)。大西洋子午面循環(AMOC)の弱化に伴う海洋炭素循環の変動が大気CO2濃度

の上昇を引き起こしたと考えられているが、先行研究ではモデル間でAMOC弱化に伴う海洋炭素循環の応答が

異なる。一方で近年の観測から、南大洋においてダスト由来の鉄供給の減少に伴う生物生産が示されてお

り、鉄供給の変化がハインリッヒイベント のCO2上昇に寄与した可能性が指摘されている(Martínez-García et

al., 2014など)。しかし、モデルを用いた先行研究ではダスト由来の鉄供給の変化を考慮していない。本研究は

従来のAMOCの弱化に加え、ダスト由来の鉄供給の減少が海洋炭素循環に及ぼす影響を評価した。AMOCの弱

化のみを考慮した場合には大気CO2濃度は1000年かけて0.5ppm減少した. 一方、AMOC弱化に加えてダスト

由来の鉄供給も減少させた場合は16ppm増加し、アイスコアデータと整合的な結果が得られた。鉄供給の減少

に伴う南大洋における生物生産の減少は深海に蓄積されていた炭素を放出し、大気CO2濃度の上昇を引き起こ

した。また、南大洋における生物生産の減少は同時に南極底層水の溶存酸素濃度を増加させ、proxyデータと

整合的となった。
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